
不安を抱える女性を対象とした支援（つながり）【京都市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 5,159 千円

交付金額 2,579 千円

事業番号 ３

【実情】

・コロナ感染拡大以降、無償労働（家事・育児・介護）時間が平均的に増加したが、特に有配偶女
性で増加した人の割合が高かった（３２．５％）。また、特に６歳未満の子どもと同居している女性に
おいて「負担が増えている」と回答した割合が高かった（女性３２．７％、男性１４．６％）。
・コロナ感染拡大以降、家庭外との接触の制限によって「健康や精神的に不安（孤立感など）を感
じている」と回答した割合が、男性に比べ、女性において高い結果がみられた（有配偶女性３０．
３％、無配偶女性３３．２％、有配偶男性２１．９％、無配偶男性２０．０％）。
【課題】

・内閣府による「コロナ下の女性への影響と課題に関する研究会報告書」において、増加している
女性の自殺の原因として、経済生活問題、勤務問題、ＤＶ被害や育児の悩み、介護疲れや精神疾
患などの問題があるとの指摘がなされ、本市においても対象者への早急な支援が求められている。

孤独・孤立で不安や困難・課題等を抱える女性に寄り添い、社会とのつながりの回復を目的として、
相談支援等を行うとともに、女性が日々の悩みを語り合える居場所の提供を実施。
①相談事業
「京都市男女共同参画センター」において、孤独・孤立で不安や困難・課題等を抱える女性を対象と

した相談窓口を設置。相談対応では、心理面での寄り添ったサポートを行うとともに、状況に応じて、
生活困窮者自立相談支援事業、京都市ＤＶ相談支援センター等、必要な相談窓口の情報提供を行っ
た。
②居場所づくりの実施
孤独・孤立で不安や困難・課題等を抱える女性を対象とした居場所づくり事業（ピアサポート）を実

施。

・相談窓口では相談者の悩みに寄り添いながら、適切な窓口につなぐ等、解決や不安の軽減に向け
てエンパワメントの方向性を探ることができた。相談主訴の変化が見られ、コロナ禍には「孤独・孤立
」の相談が約２割あったが、６年度は約１割程度に減る一方で、これまで少なかった「仕事」に関する
相談が増加していることがわかった。
・女性支援を行う民間団体同士の勉強会兼情報交換会の実施により、団体同士の顔つなぎができ、
今後の継続した連携に向けて団体間のメーリングリストを作成したほか、「居場所づくりMAP」を広報

物やホームページに掲載し周知する等、女性支援団体との連携により、女性相談支援機能を強化す
ることができた。
・居場所づくり講座では、専門的な知識の習得だけでなく、同じ立場同士での交流により、不安や孤
独感を軽減し前向きになるきっかけを提供できた。

【目的】

孤独・孤立で不安や困難・課題等を抱える女性に寄り添い、社会とのつながりの回復を目的
として、相談支援等を継続するとともに、女性が日々の悩みを語り合える居場所づくりを実施
。
【目標】

①拡充した相談窓口で受け付けた相談件数 ７５０件⇒実績７０２件 （目標達成度：９４％）
②居場所の参加者数     １００名⇒実績 ４８名 （目標達成度：４８％）

＜「輝く女性応援京都会議」構成団体＞
京都府、京都市、京都労働局、京都商工会議所、京都商工会議所女性会、
京都府商工会議所連合会、京都府商工会議所女性会連合会、京都府商工会連合会、
京都府中小企業団体中央会、京都府中小企業女性中央会、京都経営者協会、
京都経済同友会、京都工業会、京都府商工会女性部連合会、
日本労働組合総連合会京都府連合会、国際ソロプチミスト京都、国際ゾンタ京都クラブ、
大学コンソーシアム京都、日本政策金融公庫、２１世紀職業財団関西事務所、
京都府男女共同参画センター、京都市男女共同参画センター

＜その他＞
 ＮＰＯ法人、社会福祉法人等 （ひとり親支援を行う団体、障害者支援を行う団体 等）

・相談窓口については相談件数が昨年を下回り、リピーターにとっては一定の需要があるものの
、相談数の少ない若年層や孤独や不安を感じながらも相談できないでいる女性に向けての周知
広報の徹底が今後も必要であることがわかった。

・居場所づくり事業の講座内容については、時宜に合わせてブラッシュアップしていくことが求め
られる。民間団体同士の交流会を引き続き開催し、支援を必要とする女性に情報を届ける等連
携していく。



事業の概要①

■相談事業の継続（「つながる相談室」）

内 容 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、生活や仕事などが大きな影響を受け、孤独・孤立で不安や困
難・課題等を抱える女性を対象とした相談窓口の開設を継続した。

相談手法は、電話相談、面接又はオンライン相談と、面接相談者に対しては必要に応じて、行政相談員等
が同席し、適切な施策利用についての助言等を行った。

相談員には、精神保健福祉士等の有資格者を起用し、相談事業の開始に先立って、専門家による研修を受
講させ、心理面での寄り添ったサポートを行うとともに、状況に応じて、生活困窮者自立相談支援事業、京
都市ＤＶ相談支援センター等、必要な相談窓口の情報提供を行った。

相談件数 ７０２件（令和3～6年度累計）



事業の概要②

■居場所づくりの実施（女性のための健康と暮らしの相談セミナー）

開催日時 令和６年１２月１日（日）

会 場 京都市男女共同参画センター ウィングス京都

参加者数 延べ４８名

内 容 孤独・孤立で不安や困難・課題等を抱える女性を対象とした居場所づくり事業
（ピアサポート）を実施した。当該事業は、孤独、孤立で不安を抱える女性が集い、
参加者が相互に支え合い、社会とのつながりを回復するための場となるよう取組を行った。

■女性の健康セミナー
講師：江川美保 京都大学大学院医学研究科婦人科学産科助教

■社会保障と公的支援の案内
情報提供：京都市保健福祉局の自立支援相談員

■ゆったりカフェ
同じ悩みを持つ者同士の語り合いや講師や支援員との座談会
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